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きらめきサポートプロジェクト報告

　秋葉区では、子どもを中心としたまちづくりに取り組んでいます。各コミュニティ協議会で策定している未来ビジョンの会
議では、小中学生、高校生が参加して、より良い未来のための提案を行い、大人たちへ向けて思い描く地域の未来を発表し
ました。また、区長自らが中学校を回り、生徒たちと秋葉区の未来について話し合い、想いを共有しています。
　10年先20年先の未来の主役は、現在の子どもたちです。これから先の未来を考えて、どう思うのか、どういう秋葉区に
したいのか、子どもたちの意見を聞き、実現に向けて検討し取り組みを始めています。子どもたちの笑顔がいっぱいの秋葉
区を作っていきましょう！
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　普段、大人の人と意見交換をするような機会はなかったので、意見を聞
けてとても良い経験になりました。また、今回参加して秋葉区の良いところ
をたくさん見つけることができました。少しのきっかけで秋葉区の魅力に気
付けたのだから、これからも見つけて伝えていき、私たちが地域を引っ張っ
ていけるように考えていきたいです。

　区長さんと意見交換ができて楽しかったです。昨年、区長と語る会で伝え
た意見が地域で改善されていて、私たちが伝えた意見が反映されているん
だなと感じました。こうして今話したことが、大人になったときに実現できて
いるといいなと思っています。秋葉区が、みんなが戻ってきたい場所、戻って
きてほしい場所になってほしいです。

問い合わせ　地域総務課企画グループ（☎25－5672）

　秋葉区自治協議会では、「きらめきサポートプロ
ジェクト」と題した地域課題解決に向けた事業を、
提案した地域団体と協働で行っています。今年度
採択された事業の活動についてご紹介します。

小須戸まちなか演奏会
～町屋とお寺と灯りと音楽～

　10月14日（土）に、了専寺や旧町屋
カフェわかばなどを会場として開催した
小須戸まちなか演奏会。地域住民がワ
ークショップで作った竹灯籠や、小須戸
小学校児童によるあんどんが、会場に
温かい灯りをともしました。多くの地域
の人たちが協力し、地域全体で楽しむ
イベントとして、盛り上がりました。
　今後は、地域を広げて開催するほか、秋葉区の秋のイ
ベントとして定着できるよう、育てていきたいです。

聞き書き養成講座～はじめての聞き書きサークル～
　聞き書きとは、対話形式で聞いた言葉を記録し、一つの文芸作品にまとめ
る方法です。文章には、話し手の人物の生きざまや思想が浮かび上がります。
　秋葉区の資源や地域の記憶を次世代に継承するため、記録として残した
いという想いからこの聞き書き講座を開催しました。今回は、秋葉区で古く

から生産されていたお茶と、発展し
てきた鉄道をテーマにしています。
聞き書きの心構えや手法を学び、話
し手のお話を冊子にするため、現在
推敲、編集を重ねています。皆さまに
もご覧いただけるように予定してい
ますので、楽しみにお待ちください。

　子どもたちと家族に笑顔と感動を届けるた
め、ファミリーショーを開催します。歌やダン
ス、マジックショーなどさまざまなパフォーマン
スを楽しんでもらい、体験した子どもたちが、
日常の中でも興味関心を持ち続けることで、豊かな心が育まれることを期待しています。
　昨年、一昨年と開催した「AKIHA FUJIN ROCK FESTIVAL」を今年はパワーアッ
プさせ、シンガーソングライターのTAMiさんと保育アーティストチームDREAPYSのコ
ラボでお届けします。3月10日（日）は秋葉区文化会館で楽しもう！

秋葉湖に新しい案内看板を設置
～秋葉湖周辺ににぎわいを～

　秋葉湖周辺地区を多くの皆さんに親し
んでもらうため、大きな地図の案内看板を
設置します。秋葉湖周辺が気軽に散策で
きることや小口地区へのアクセスの良さ
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本町でフリースペース運営
～「秋葉区」との出会いを通じて自分を知る～

　秋葉区を理想が
実現できる場所にし
たいという想いから、
フリースペースを運
営して、高校生や大
学生のやってみたいことを実現するサ
ポートをしています。地域の方々と高
校生、大学生が交流できる会も開催
し、多くの出会いやつながりを作ること
ができました。

アキハファミリーコンサート
～AKIHA FUJIN ROCK FESTIVAL
　　　　　　　　　　   × DREAPYS～

未来ビジョン会議 区長と語る会
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2024年（令和6年）

2月18日
第405号

 人　口： 74,479 人 （－64）
 男： 35,819 人 （－16）
 女： 38,660 人 （－48）
 世帯数： 31,024 世帯 （＋11）
令和6年1月末現在（カッコ内は前
月比、住民基本台帳による）

区の人口

里山と水に囲まれて　花と緑あふれる　笑顔咲きそろうまち
毎月第１・３日曜日発行

あきは区役所だより


